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(57)【要約】
【課題】  電子内視鏡装置において輝度信号を補正する
ことにより、モニタ画面全体に均一な明るさでもって光
学像を再現できる。
【解決手段】  スコープ１０の先端に撮像センサ１４を
設け、撮像センサ１４から得られた映像信号をプロセッ
サ１００に出力する。プロセッサ１００は、得られた映
像信号に基づいてビデオ信号を生成し、輝度レベル補正
回路１３０によりモニタ装置２００の画面上での明るさ
が均一となるように輝度レベルを補正する。輝度レベル
補正回路１３０は、各画素に対応した輝度値に、スコー
プ１０のＥＥＰＲＯＭ２６から読み出した補正データを
乗算してレベル調整する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  固体撮像素子と、前記固体撮像素子から
得られる１フレーム分の映像信号の輝度値を一定レベル
に調整するための補正データを保持するメモリとを有す
るスコープと、
前記メモリから前記補正データを読み出すととともに、
前記固体撮像素子から得られた１フレーム分の前記映像
信号の輝度値を前記補正データに基づいて前記レベルに
補正するプロセッサと、
前記プロセッサにより補正された映像信号に基づいて、
画面に前記被写体像を表示するモニタ装置とを備えたこ
とを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】  前記補正データが、１フレーム分の映像
信号を最大輝度レベルに補正するために各画素の映像信
号に乗算されるレベル補正値の集合であることを特徴と
する請求項１に記載の電子内視鏡装置。
【請求項３】  被写体像を撮像する固体撮像素子と、前
記固体撮像素子から得られる１フレーム分の映像信号の
輝度値を一定レベルに調整するための補正データを保持
するメモリとを有するスコープと、
前記メモリから前記補正データを読み出すととともに、
前記固体撮像素子から得られた１フレーム分の前記映像
信号の輝度値を前記補正データに基づいて前記レベルに
補正するプロセッサと、
前記プロセッサにより補正された映像信号に基づいて、
画面に前記被写体像を表示するモニタ装置と、
補正された前記映像信号を記録可能な記録装置とを備え
たことを特徴とする電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、可撓管からなるス
コープと、このスコープを着脱自在に接続するプロセッ
サとを備えた電子内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】このような電子内視鏡装置においては、
スコープの先端にＣＣＤイメージセンサが設けられ、こ
のＣＣＤイメージセンサは対物レンズ系と組み合わせら
れる。またスコープ内には光ファイバー束からなるライ
トガイドが挿通させられており、スコープの基端側に接
続されたプロセッサ内の光源ランプから、このライトガ
イドを介してスコープ先端に照明光が供給される。患者
の体腔内へスコープが挿入された時、対物レンズ系の前
方がライトガイドの先端側端面から射出する照明光によ
って照明され、光学像がＣＣＤイメージセンサの受光面
に結像され、そこで電気信号に光電変換される。ＣＣＤ
イメージセンサから得られた電気信号、即ち画素信号は
プロセッサの映像信号処理回路へ送られ、この画素信号
に基づいてビデオ信号が生成される。さらにビデオ信号
はモニタ装置に対して出力され、そこで光学像がモニタ
画面上に再現される。
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【０００３】スコープを体腔内に挿入するために対物レ
ンズ系等の小径化は不可欠であるが、一方で患者の苦痛
を軽減するために一度に観察できる範囲を広くし診察時
間を短縮する必要がある。このため、対物レンズ系とし
て相対的に視野の広い広角レンズを用い、焦点深度を深
く設定することが多い。
【０００４】しかし、照明光の輝度は中央付近が高く周
囲が低いという分布特性を有しているため、視野が広が
ってもモニタ画面に再現される光学像は周囲が暗くな
り、病巣等を発見し難いという問題があった。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】本発明は上記問題点に
鑑みてなされたものであり、モニタ画面全体に均一な明
るさでもって光学像を再現可能な電子内視鏡装置を得る
ことが課題である。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明の電子内視鏡装置
は、固体撮像素子と、固体撮像素子から得られる１フレ
ーム分の映像信号の輝度値を一定レベルに調整するため
の補正データを保持するメモリとを有するスコープと、
メモリから補正データを読み出すととともに、固体撮像
素子から得られた１フレーム分の映像信号の輝度値を補
正データに基づいてレベルに補正するプロセッサと、プ
ロセッサにより補正された映像信号に基づいて画面に被
写体像を表示するモニタ装置を備えたことを特徴とす
る。
【０００７】電子内視鏡装置において、補正データは、
１フレーム分の映像信号を最大輝度レベルに補正するた
めに各画素の映像信号に乗算されるレベル補正値の集合
であることが好ましい。
【０００８】また、本発明の電子内視鏡システムは、被
写体像を撮像する固体撮像素子と、固体撮像素子から得
られる１フレーム分の映像信号の輝度値を一定レベルに
調整するための補正データを保持するメモリとを有する
スコープと、メモリから補正データを読み出すとととも
に、固体撮像素子から得られた１フレーム分の映像信号
の輝度値を補正データに基づいてレベルに補正するプロ
セッサと、プロセッサにより補正された映像信号に基づ
いて、画面に被写体像を表示するモニタ装置と、補正さ
れた映像信号を記録可能な記録装置とを備えたことを特
徴とする。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態について
図面を参照して説明する。
【００１０】図１は本発明による電子内視鏡システムの
実施形態を示すブロック図である。電子内視鏡システム
は、可撓管を有するスコープ１０と、スコープ１０に着
脱自在なプロセッサ１００とを備える。スコープ１０に
は光ファイバ束から成る光ガイド部材１２がスコープ先
端部１０ａにまで挿通しており、光ガイド部材１２の基
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端側はスコープ１０のプロセッサ１００への装着時にプ
ロセッサ１００に設けられた光源１０２に光学的に接続
される。これにより、光源１０２からの照明光は光ガイ
ド部材１２によってスコープ先端部１０ａへ導かれ、前
方の被写体、例えば内臓器官Ｘが照明される。
【００１１】スコープ先端部１０ａには固体撮像素子例
えばＣＣＤから成る撮像センサ１４が設けられ、この撮
像センサ１４にはＣＣＤと組み合わされた対物レンズ系
が包含される。本実施形態ではカラー画像を再現するた
めに同時方式が採用され、白色照明光により照明された
被写体の光学像が対物レンズ系によりＣＣＤの受光面に
結像させられる。ＣＣＤに結像された光学的被写体像
は、撮像センサ１４により１フレーム分のアナログ映像
信号に光電変換され、スコープ１０のコネクタ部２０に
内蔵されたＣＣＤ駆動回路２２によって撮像センサ１４
から順次読み出される。
【００１２】撮像センサ１４から読み出されたアナログ
映像信号は、コネクタ部２０に内蔵された一次処理回路
２４により、撮像センサ１４の特性やスコープ１０の光
学特性に応じた処理、例えばクランプ処理やサンプルホ
ールド処理、ガンマ補正処理、ホワイトバランス補正処
理、輪郭強調処理および増幅処理等が施され、プロセッ
サ１００の映像信号処理回路１０４に出力される。映像
信号処理回路１０４においては、１フレーム分のアナロ
グ映像信号がＲ、Ｇ、Ｂの３色のデジタル信号に変換さ
れ、各色信号はそれぞれＲメモリ１０６、Ｇメモリ１０
８およびＢメモリ１１０に一旦格納される。
【００１３】各色メモリ１０６、１０８および１１０か
ら順次読み出される１フレーム分の３色デジタル信号に
は、タイミング回路１１２から出力された水平同期信号
および垂直同期信号が付加され、ビデオ処理回路１１４
に送られる。ビデオ処理回路１１４には雑音となる高周
波帯域成分を３色デジタル信号から除去するローパスフ
ィルタが設けられる。ビデオ処理回路１１４は、ローパ
スフィルタを通過した１フレーム分の３色デジタル信号
から、輝度信号および色差信号を多重したＮＴＳＣ方式
のコンポーネントデジタル信号を生成する。
【００１４】ビデオ処理回路１１４から出力されたコン
ポーネントデジタル信号は、輝度レベル調整回路１３０
において輝度レベルが調整され、ＮＴＳＣコンポジット
ビデオ信号などのアナログカラービデオ信号に変換され
た後、モニタ装置２００やＶＣＲなどの記録装置３００
に出力される。モニタ装置２００においてアナログカラ
ービデオ信号に基づいて画面上に被写体像が再現され、
また記録装置３００において静止画または動画として記
録される。プロセッサ１００にはキーボード４００が接
続され、このキーボード４００から入力された患者名や
診察日時等の文字情報はシステムコントロール回路１１
６により文字パターン信号に変換されてビデオ処理回路
１１４に出力され、ここでコンポーネントデジタル信号

4
に付加される。これにより、モニタ装置２００の画面上
には光学的被写体像の再現画像と共に文字情報が表示さ
れる。
【００１５】輝度レベル調整回路１３０は、輝度レベル
を調整する際にスコープ１０のコネクタ部２０に設けら
れた不揮発性メモリ例えばＥＥＰＲＯＭ２６から補正デ
ータを読み出し、画素毎に輝度信号をレベル調整する。
この輝度レベル補正処理により、モニタ画面上における
被写体像の輝度レベルが１フレーム毎に一定となる。即
ち、画面中央より暗い周辺の輝度レベルが増幅され、中
央と周辺とが同じ明るさになるように輝度レベルが調整
される。
【００１６】また、この補正データはスコープ１０の固
有の光学的特性に応じた値である。スコープ１０は高精
密部品から構成されるため、僅かな機械的誤差であって
も個々のスコープ１０の光学的特性に大きく影響する。
本実施形態においてはスコープ１０側に補正データを持
たせており、これによりスコープ１０の交換の際にプロ
セッサ１００側で各スコープ１０の光学的特性に応じた
調整作業を行う必要がない。
【００１７】ＥＥＰＲＯＭ２６には予め補正データが書
き込まれており、この補正データは必要に応じて書き換
え可能である。補正データの書き換えは、図示しないマ
スタープロセッサにおいてのみ可能である。
【００１８】システムコントロール回路１１６はプロセ
ッサ１００の全動作を制御するマイクロコンピュータで
あり、ＣＰＵ、種々のルーチンを実行するためのプログ
ラムやパラメータを格納するＲＯＭや、データ等を一時
的に格納するＲＡＭを備える。タイミング回路１１２
は、各回路１０４、１０６、１０８、１１０、１１４、
１１６の同期をとるためのクロックパルスを出力する。
【００１９】また、プロセッサ１００には光源１０２か
ら光ガイド部材１２に供給する照明光の光量を調節する
絞り１２０が設けられる。絞り１２０は絞り調整回路１
２２によりその開度が調整され、これにより光量が調節
される。絞り調整回路１２２は、映像信号処理回路１０
４から出力された１フレーム分のデジタル映像信号の平
均輝度レベルを算出し、この平均輝度レベルに基づいて
絞り開度を適正なものに調整して自動調光を行う。
【００２０】図２は、輝度レベル調整回路１３０におけ
る輝度レベル補正処理ルーチンを示すフローチャートで
ある。この処理はビデオ処理回路１１４から１フレーム
分のコンポーネントデジタル信号が輝度レベル調整回路
１３０に入力されたときに開始される。
【００２１】まずステップＳ１０２では、コンポーネン
トデジタル信号から生成される輝度信号が図示しない内
臓のメモリに格納される。そしてステップＳ１０４にお
いて１フレーム分の輝度信号を水平方向にＫブロックに
分割する。続いてステップＳ１０６においてＥＥＰＲＯ
Ｍ２６から補正データ、即ちＫ個の補正値α

1
からα

K
が
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読み出される。
【００２２】ステップＳ１０８でブロック数を示すパラ
メータｎに１が代入され、ステップＳ１１０では第ｎ番
目のブロックを構成する輝度信号の輝度値を読み出し、
ステップＳ１１２において各輝度値に補正値αｎを乗算
し、ステップＳ１１４において積をメモリに再格納す
る。これにより輝度値が書き換えられる。
【００２３】ステップＳ１１６ではｎの値がブロック数
Ｋに達したか否かが判定され、未だ達していなければス
テップＳ１１８においてｎが１だけインクリメントされ
てステップＳ１１０に戻る。即ち、ステップＳ１１０～
ステップＳ１１４はＫ回繰り返され、Ｋブロック分、即
ち１フレーム分の輝度信号の輝度値が書き換えられる。
１フレーム分の輝度値の書き換えが終了するとこの輝度
レベル補正処理ルーチンは終了し、補正された輝度信号
と、色差信号とが多重化されてアナログビデオ信号が生
成される。
【００２４】補正値α

1
～α

k
について説明すると、基準

白色板を撮像したときの画面中央の第（Ｋ／２）番目の
ブロックの平均輝度値が２５５とすると、対応する補正
値α

(K/2)
が基準値１に定められる。そして、周辺のブ

ロックの平均輝度値が２５５となるように、他の補正値
α

1
～α

(k/2-1)
、α

(k/2+1)
～α

k
が定められる。一般

に、画面中央の輝度レベルが最も高く、画面中央から遠
ざかるブロックほど輝度レベルが低くなるので、補正値*

6
*α

(k/2)
が最も小さく、両端のブロックに対応する補正

値α
1
またはα

k
に向かうほど徐々に値が大きくなる。

【００２５】このように、輝度信号の輝度レベルをレベ
ル調整することにより、モニタ画面上で暗くなりがちな
周辺部の輝度を向上でき、患部を早期発見でき、診察時
間も短縮されて患者の負担が減少する。また、補正デー
タがスコープ１０側で保持されるので、別のスコープに
取り替えた場合でも、そのスコープに対応した補正デー
タを得る事ができ、適切なレベル調整が可能となる。
【００２６】
【発明の効果】以上説明したように本発明の電子内視鏡
装置は、輝度信号を補正することによりモニタ画面全体
に均一な明るさでもって光学像を再現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による電子内視鏡システムの概略ブロッ
ク図である。
【図２】図１に示す輝度レベル調整回路の動作を示すフ
ローチャートである。
【符号の説明】
１０  スコープ
１４  撮像センサ
２６  ＥＥＰＲＯＭ
１００  プロセッサ
１３０  輝度レベル調整回路
２００  モニタ装置

【図１】
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摘要(译)

通过校正电子内窥镜设备中的亮度信号，可以在整个监视器屏幕上以均
匀的亮度再现光学图像。 成像传感器设置在示波器的顶端，从成像传感
器获得的视频信号输出到处理器。 处理器100基于所获得的视频信号生
成视频信号，并且亮度等级校正电路130校正亮度等级，使得监视器装置
200的屏幕的亮度变得均匀。 亮度等级校正电路130通过将与每个像素相
对应的亮度值乘以从示波器10的EEPROM 26读取的校正数据来调节等
级。
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